気象の極端現象を気候変動として統合するための知識ツール by 矢内 秋生











An intellectual tool to integrate extreme meteorological phenomena 




















































































































































エレファント (elephant), エレファンテル (elephanter) という．このモンスーンが終りになる
頃に風向は南西となり，雷をともなうスコール状の豪雨をもたらす．フィリピンでは北東の季節

































武蔵野大学環境学部紀要 No.2 (2011) 
ストラリアとインド洋で低いという現象（現在，南方振動 (SO,southern oscillation)と呼ばれ
ている現象）を発見し，より広い範囲の現象として注目されるようになる. 1960年代後半にビェ














































































































































もう一つの科学’に基づく現象理解をこの階層にあてはめると， (i), (ii) , (ii) , (iv) 






























Region of Ontology Region of Real Empirical Region 
実在の領域 現在の領域 経験の領域
経験的事実 ゜ ゜ ゜科学 事象メカニズム 〇，◎
もうひとつ 事象 ◎ ◎ ◎ 
の科学 経験的事実 ◎ ◎ ◎ 
図中のOは超越論的実在論によるプロセス．◎部分は《経験共有的実在論》．
経験（個人的）⇒再体験⇒共有化⇒法則⇒理論というプロセスによって科学的世界が築かれる．













































(retro diction) である. Eは除去つまり前提から一方が成立しない説明を消去すること













武蔵野大学環境学部紀要 No.2 (2011) 
4つの視座とは，く時間〉視座 (ViewPoint of Time) , 〈空間〉視座 (ViewPoint of Space) , 
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